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イントロダクション

(〜 700GeV)

BG

SUSYは L=1fb-1で
1.5TeVまで発見可能

SUSYがあれば、すぐに発見

SUSYがmSugraかどうか確認する
必要あり missing Et +ΣPt
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LHCでの SUSYの生成

グルイーノやスクォークは強い相互
作用によって作られ、そのクロスセ
クションは ~gや ~qの質量による
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SUSYが mSugra であることの確認

EW sectorColored sector

mSugra

Colored sector EW sectorの一致を見る

一致しないとすれば、
beyond mSugraか？

high Pt jet

high Pt jet}colored sectorの情報

}EW sectorの情報

m
1/2

m
0
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Effective mass

effective mass　 Et
miss

+ΣPtは

グルイーノの質量と右巻きアップクォークの質量の小さい方に
比例する。

パラメータをm
0
、m

1/2
平面の線上に絞り込める
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ジェットの数

m1/2

m0

tanβ=10

4jet

2jet

q 2
0


j

g 2
0


jj

~qより ~gが軽い~gより ~qが軽い

ジェット数

 パラメータ
 tanβ=10
 A=0
 sign(μ)>0
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ジェットの Pt

Pt1+Pt2
2jetの領域のほうが高い

Pt4まで足すと差
が無くなる

M
eff
に近づくから

2
0 1

∓ の直接生成

Pt1+Pt2+Pt3+Pt4

Pt1+Pt2

q q  2
0 1

∓
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ジェットの Ptその 2

Pt3 Pt4
Pt1Pt2

は4jetで1に近く、2jetで０に近い

4jet領域では ~g→jj~χでジェットが出るので、
4つのジェットの Ptはほぼ同じ
2jet領域では ~q→j~χでジェットが出るので、

3,4番目のジェットは EWからジェットや ISRな
ど Ptが低い
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EW sector

m
1/2

m0

2
0Z 1

0

2
0h 1

0

2
0 l l l l 1

0

2
0Z 1

0

2
0 l l 1

0
200GeV

300GeV

tanβ=10

Second lightest neutralinoの崩壊モード

M  2
0=0.8M 1/2

M  1
0=0.4M 1 /2

0.4M
1/2

>M(h)ではヒッグスを出せる

0.4M
1/2

>M(Z)では Zを出す

0.4M
1/2

<M(Z)は 3body decay

~lが ~χ
2　
よりも軽くなると

~lを通して崩壊
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レプトンの数

m1/2

m0

2
0Z 1

0

2
0H 1

0

2
0 l l l l 1

0

2
0Z 1

0

2
0 l l 1

0
200GeV

300GeV

tanβ=10

tanβ=10では ~τが軽いので
m0が小さい 2body decay領域では
~τが多くなる

τの数
うeの数 +μの数
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2レプトンをリコンストラクトした質量

Leptonを reconstructしたMassは
エッジまたは、 Zのピークが見えるはず

間違った組み合わせや、Wからのレプトンのために、
はっきりしたピークやエッジが出ない

reconstructed mass
subtracted mass
(ee+μμ-eμ)
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レプトンの Pt

2
0=0.8m1/2
1
0=0.4m1/2

leptonの Ptはm
1/2
にセンシティブ

M
SUSY

=1Tevの線上では

ほぼ差が出ない
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メッシュスキャン &ニューラルネット

出力

入力
colored sector
EW sector

入力層 中間層 出力層

m
0
,m

1/2
平面でメッシュ状に解析する点を選び、MCデータを作成

colored sector または EW sector の情報をニューラルネット
（ JETNET）に入力
出力を確率と解釈し、出力の logの和をとる
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ニューラルネットの結果

colored sector EW sectorm
0
=200GeV

m
1/2

=800GeV

EW sectorの情報を使った結果は、
~lを通る崩壊モードの領域が高くなっている
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ニューラルネットの結果２

colored sector ew sector

m
0
=500GeV,m

1/2
=150GeV

m
0
=800GeV,m

1/2
=400GeV
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まとめと課題

■ SUSY のモデルの判定 ( 発見 ) の研究開始

 Colored sector と EW sector の一致

■ EW sector で m0 を決定するのが難しい

 ~χ
2
,~χ

1
の質量がほぼ m

1/2
に比例するため

 lepton 数と jet 数の比較など？

■ 良いセパレータの研究

■ バックグランドの評価
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基本的なカット

■ General Cut
 jet

➔ Pt>30GeV
➔ |η|<2.0

 lepton(e,μ)
➔ Pt>10GeV
➔ |η|<2.5

 missing Et >100GeV 　（ SM のバックグランドを落とすため )
■ Colored sector

 at least 2jets
■ EW sector

 at least same flavor opposite charge 2leptons
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補足：ニューラルネット

ニューラルネットの出力は

o x =

Nteacher 1

Nteacher 0Nteacher 0

pdf 1x 

Nteacher 1

Nteacher 1Nteacher 0

pdf 1x 
Nteacher 0

Nteacher 1Nteacher 0

pdf 0x 

各点のデータ数を同じにして学習させると、
ニューラルネットの出力は pdfに比例
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補足：質量



21

補足：生成



22

補足： PDF
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補足：崩壊１
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補足：崩壊２


